






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































綱 領 ◦産業人たるの本文に徹し、社会生活の改善と向上を図り、世界文化の展開に寄与せんことを期す	 （松下）
創業の






















































































































































































































































































































































































































































































［ 1 ］	 三省堂編修所（1993）・第25刷発行








［ 4 ］	 新村　出、岩波書店（1988）第3版
［ 5 ］	 削除




［ 7 ］	 ホンダの社是は、坂崎（2003）の頁3に掲載されている通り、1956
年1月の社内報に記載されて、従業員に配布された。
［ 8 ］	 日本経済新聞2004年12月27日掲載「社会から信頼」「変化先取り」
引用
［ 9 ］	『わが社の経営理念と行動指針』は、参考文献で表示している通り、
日本経営協会が，1999年に、創立50周年を記念して実態調査した
ものである。
［10］	 筆者経歴：1967年12月三洋電機貿易（株）入社、営業一部北米課
勤務、1972年9月退社、同年10月理想科学工業（株）入社、プリ
ントゴッコ事業部長、営業統括部長（取締役）、経理部長（常務取
締役）、営業本部長（専務取締役）、海外営業本部長、製造本部長、
営業本部長を経て、2001年6月退任
［11］	 理想科学工業株式会社（参照：WEBと株主通信2018年（平成30）
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3月期報告）、現在の概要〔2018年3月31日現在〕:代表取締役社長	
羽山明（創業者羽山昇の長男）、本社：東京都港区芝5丁目34番7号、
創業：1946年（昭和21）、会社設立：1955年（昭和30）、資本金：
141億円、従業員：1,743人、（グループ全体：3,638人）、子会社：
28社（国内2社、海外26社）、主力商品：高速事務用印刷機・関連
消耗品の製造・販売、2019年（平成31）3月期経営方針は、印刷機
の設置台数の増加に注力しつつ、	中長期における企業体質の強化に
着手する。
［12］	 三洋電機株式会社（WEB：1947年、井植歳男により創業、2009年、
経営不振によりパナソニックが買収、2011年3月29日、上場廃止）
［13］	 創業者プロフィール：羽山昇、1924年9月2日生～2012年3月13日
逝去元陸軍少尉、終戦後、日本大学在学中に1946年起業「理想社」、
1955年に「（株）理想科学研究所」、1963年に「理想科学工業（株）」
に社名変更、1954年に乳化物インク開発、1980年に全自動孔版印
刷機開発、黄綬褒章受章
［14］	 広辞苑（3版）合言葉は「仲間同士の主張を端的に表す標語、モットー」
［15］	 井植歳男（1967）『大型社員待望論』文芸春秋の217-219頁を引用
［16］	 禿慧猛のプロフィール：岡山県出身で戦前の陸軍将校、終戦後、松
下電器の総務課長を務め、井植歳男と共に三洋電機貿易の設立に参
画した。
［17］	 井植歳男のプロフィール：明治35年、兵庫県淡路島に生まれる。
大正7年義兄の松下幸之助氏と共に，松下電器製作所を設立。昭和
10年松下電器専務取締役、同21年退社。松下電器は財閥指定によ
り占領軍から社の幹部に追放命令が出た。翌22年三洋電機製作所
を設立。同25年に三洋電機（株）を設立し、社長に就任。同37年
藍綬褒章受章
［18］	 日刊工業新聞・2009年7月15日、経営教室の筆者執筆
［19］	 神奈川新聞・2011年6月21日、Research　5、筆者執筆、16頁
［20］	［18］に同じ。
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